
    

 

 

 

たてわりでふれあう場は大切！  
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異年齢集団で遊ぶこと。昔はそれが当たり前でした。放っておいてもそうなっていました。そ

ういった集団で野山を駆け巡ったりしながら（今は危なくてそういったところに立ち入れません

が・・・），年上は年下をかわいがったり，いろいろな生活の知恵をアドバイスしたり・・・。

年下はそんな年上を頼りにしたり，今度は自分が年上になったときには，代々してもらっていた

ことを年下に伝えたり・・・。そういった中で，自尊感情や自己有用感が自然と育まれていたと

思います。 

しかし，残念ながら，敢えてたてわりでの活動を仕組まなければならないご時世になって久し

いです。「たてわりでのふれあう場がもたらす教育効果」が大きいことはまちがいありませんの

で，これからも本校ではたてわりでの活動をどんどん取り入れて参ります。 

 

 

 

 

 

たてわり遊びの様子 


